



は じ め に
本学を擁する流山市で行われているグリーンチェー
ン戦略 (以下, ｢GC｣ と表記) に関して, ここ 2
年程の間に様々な研究が行われるようになった｡
研究の流れは, 気温の日変化に着目した季節性と




など (土屋・木村・林 2009) の社会調査手法を
用いた研究の 2つに大別される｡ ｢GC｣ 戦略は,
都市開発事業によって減少した緑について, 質・
量の両側面からの回復を試みる行政主体の施策で











































土原 2007)｡ これは, 年齢とアクセシビリティを
GISによって視覚化したことで, より具体的な政
策提言につながったものと考えられる｡ また原田





























バル｣ や ｢おすわさま大祭｣ の参加者は中部に多

































































東部住民が ｢柏・南柏方面｣ というように, 居住
GISを用いた流山市民の生活行動分析 45

















































































利用率 (図 7), 携帯インターネット利用率 (図 8),












































































































調査当時 (2008年 4月) 時点での, 流山市の


















置する東初石の 2地域である｡ 駒木は, 東武野田



















































































図 11は, 既出の流山市民の休日の行動を GIS
データに読み込んだものである｡ それぞれの地区
ごとに, 休日どの場所にある施設を利用するのか
を視覚化すると, 興味深いことがわかる｡ まず 4
GISを用いた流山市民の生活行動分析48
表 1 人口分布と質問紙の配布数及び回収率
人口 比率 配布数 返送数 (無効数) 有効回答数 回収率
北部 31,976 25.28％ 404 125 ( 4) 121 29.95％
中部 25,552 20.20％ 323 111 ( 4) 108 33.44％
南部 39,436 31.18％ 500 150 ( 4) 146 29.20％
東部 29,533 23.35％ 375 126 ( 3) 123 32.80％























能なのだろうか｡ 図 12は, 流山市の人口分布を
図 10とは違った視点で視覚化したものである｡
流山市の 4区分内に, 若年層 (20～30歳代), 中























































































































( 1 ) ｢みどりのまちづくりに関する住民意向調査｣
2008年 4月実施, 層化 2段人口比例確率抽出法
を用いた郵送配布・郵送回収による自己記入式ア
ンケート調査｡ 回収数 512 (回収率 31.5％), 有
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